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０　アッズーリの祖先たち

　サッカーのイタリア代表は、アッズーリ（Azzurri）と呼ばれる。いうまで

もなく、彼らが青（azzurro）のユニフォームを着ているからなのだが、それ

はサッカーに限った話ではない。バレーボールだろうとバスケットボールだ

ろうとアイスホッケーだろうと、ナショナル・チームの選手たちは男女とも

に青を着る。

　1910 年、イタリアのサッカー選手たちが、初めての代表としての試合に

あたり、選んだユニフォームの色は白であった。しかし翌年には青となり、

それが今日まで、全競技にわたり、受け継がれているのだという。なぜ青な

のかということについては、イタリアの空と海の色をイメージしたとか、フ

ランス代表の色の影響などといわれているが、19 世紀のイタリア統一運動

の立役者サヴォイア家の色を採用したというのが、最も確実な説であるらし

い
1
。

　たしかにフランスのナショナル・チームも、そのユニフォームは青である

ことから、レ・ブルー（Les Bleus）と呼ばれる。彼らがこれを着るようになっ

たのがいつからなのかはわからないが、少なくともイタリア選手の青よりは、

はるかに納得がいく。なぜならば、青はいわゆるフランスの三
トリコロール

色旗に使われ

ている色だからである。色彩の歴史人類学研究で名高い紋章学者ミシェル・

パストゥローが、各色の論を出版するにあたり、最初にとりあげたのが青だっ
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たということは、ごく自然な流れである。彼によれば、青は何世紀もかけて

フランス国王、国家の色となり、最終的にフランス革命時に国民の色となっ

たという
2
。そして今日の国際試合におけるフランス代表の青について触れ

たところで、イタリアもこの色を使っていることについて、「それがなぜな

のか知りたい」と言う。

この色はイタリアの国旗には使われておらず、歴史的にサヴォア家〔ママ〕

の家系の色でもイタリアで支配した様々な家系の色でもまったくないか

らである。そこにはイタリア人自身が説明できない謎がある。この代表

チームの青の起源が謎めいているからこそ、多数の競技場でイタリアを

代表する「青チーム（squadre azzure）〔ママ〕」は無敵であることが多いのだ

ろうか
3
。

　どこか含みのあるこの言い回しには、自分たちこそが本家本元であるにも

かかわらず、同じ色をナショナル・カラーとしている隣国へのライヴァル意

識と揶揄が滲み出ている。実際、サヴォイア家の紋章は「赤地に銀の十字」

である。しかしアメデオ 6 世が 1366 年に十字軍に参加した際、家紋の軍旗

に加え、聖母マリアへの祈願を込めた青い旗を使用して以来、サヴォイア

とこの色は密接に結びつくようになったといわれる
4
。それにイタリアには、

ミラノのヴィスコンティ家、フェッラーラのエステ家などのように、青を含

む紋章をもつ家系はかなりあるので、パストゥローの見解を鵜呑みにするわ

けにはいかない。

　多少の矛盾はあっても、我々はパストゥローの豊富な一次史料に支えられ

た巧みな論理展開に惹きつけられる。いまや彼の書の大半が各国語―むろ

んイタリア語も含めて―に翻訳され、とりわけ美術や服飾等、視覚芸術の

研究者は、それをさしたる検証も批判もせずに受け入れる。古代には「蛮族

の色」とみなされたものの、12 世紀には「聖母の色」となり、染色技術が

飛躍的に進歩したことも相俟って流行した青であるが、赤の優勢なゲルマン

諸国とイタリアではその受容がやや遅れたこと等々…。だから私は長年、イ
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タリアにおいて青は「不在」であり、「人びとに進んで迎え入れられる―

着衣の色として称揚される」ことはなかったと考えてきた
5
。

　しかしそれは本当に正しかったのだろうか。イタリア人が 20 世紀初頭、

国旗にも使っていない青を「国の代表」に与えたのは、フランス人が「聖母」

や「国王」に払う畏敬の念とは異質の、彼らなりのこだわりをもっていたか

らではないだろうか。

　私がここでしようとしているのは、かつての自分が下した結論を、いま一

度見直すことである。すなわち 14 世紀末から 17 世紀初頭という、イタリア

の服飾文化の最盛期に青を着た人物をとりあげ、彼らがこの色に託した想い

を探るつもりである。まずはクリスティーヌ・ド・ピザン。彼女はパリの宮

廷で活躍した西欧初の女性作家であるが、れっきとしたイタリア人であり、

またそのことを生涯自負していた。彼女が文字を書き、当代一流の画家に挿

絵をつけさせた写本の多くに、青衣の彼女の肖像がある。続いて、フランス

にほど近いサルッツォのマンタ城サーラ・バロナーレに描かれた 18 人の英

雄と女傑たち、14 世紀末の北イタリアの日常生活を活写した『タクイヌム・

サニターティス』写本挿絵にみられるあらゆる階級の人物たち、ミラベッ

ロ・カヴァローリによる肖像画が印象深いイザベッラ・デ・メディチら、盛

期ルネサンスの貴婦人の青の着こなしを見ていく。そして最後に、図像学事

典の集大成というべきチェーザレ・リーパの『イコノロジーア』の寓意像た

ち―このイタリア人文主義の叡智が結集した重厚な書のなかで、いかなる

事物や概念に青が与えられているのかを検証し終えたとき、我々はこの国の

青に対する真意を些かなりとも摑みとることができるだろう。
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